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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月6日(2016.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一のフロー構造、第二のフロー構造、および第一のフロー構造と第二のフロー構造と
の間に配置された膜電極接合体を含む電気化学セルであって、第二のフロー構造は、第一
のフロー構造より大きい剛性を有する、上記電気化学セル。
【請求項２】
　第一のフロー構造および第二のフロー構造の剛性が、第一のフロー構造の中心から第二
のフロー構造の中心に向かう縦軸に実質的に平行な方向で測定される、請求項１に記載の
電気化学セル。
【請求項３】
　第一のフロー構造と第二のフロー構造との圧力差によって引き起こされる膜電極接合体
の移動に対して弾性的に拡張するように第一のフロー構造が設計されており、それにより
第一のフロー構造の膜電極接合体との物理的な接触が維持される、請求項２に記載の電気
化学セル。
【請求項４】
　第一のフロー構造および第二のフロー構造が、実質的に同じ特性を有する材料で構築さ
れており、第一のフロー構造の長さが、第二のフロー構造の長さより長く、ここで第一の
フロー構造の長さおよび第二のフロー構造の長さは、前記縦軸に沿って測定される、請求
項２に記載の電気化学セル。
【請求項５】
　第一のフロー構造が、第一の材料で構築され、第二のフロー構造が、第一の材料の弾性
係数より大きい弾性係数を有する第二の材料で構築され、第一のフロー構造の長さが、第
二のフロー構造の長さより短く、ここで第一のフロー構造の長さおよび第二のフロー構造
の長さは、前記縦軸に沿って測定される、請求項２に記載の電気化学セル。
【請求項６】
　第一のフロー構造が、少なくとも２つの材料の層を包含し、少なくとも２つの材料の層
のうち少なくとも１つは、第二のフロー構造の材料の剛性より小さい剛性を有する、請求
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項２に記載の電気化学セル。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの第二の層が、第二のフロー構造より長い長さを有するか、または
第二のフロー構造の弾性係数より小さい弾性係数を有する、請求項６に記載の電気化学セ
ル。
【請求項８】
　第一のフロー構造が、第二のフロー構造より低い弾性係数を有する材料で構築され、第
一のフロー構造の長さが、第二のフロー構造の長さより長く、ここで第一のフロー構造の
長さおよび第二のフロー構造の長さは、前記縦軸に沿って測定される、請求項２に記載の
電気化学セル。
【請求項９】
　第一のフロー構造が、電気化学セルのカソード側上にあり、第二のフロー構造が、電気
化学セルのアノード側上にある、請求項１に記載の電気化学セル。
【請求項１０】
　第一のフロー構造が、スチールウールを含む、請求項１に記載の電気化学セル。
【請求項１１】
　第一のフロー構造が、ニッケルクロムを含む金属発泡体を含む、請求項１に記載の電気
化学セル。
【請求項１２】
　第一のフロー構造が、炭素繊維で作製されたクロス、紙、およびウールのうち少なくと
も１つを含む、請求項１に記載の電気化学セル。
【請求項１３】
　最大１４，０００ｐｓｉの差圧での作動時における電気化学セルのセル抵抗測定値が、
０ｐｓｉの差圧での作動時における電気化学セルのセル抵抗測定値の６倍未満である、請
求項１に記載の電気化学セル。
【請求項１４】
　第一のフロー構造、第二のフロー構造、および第一のフロー構造と第二のフロー構造と
の間に配置された膜電極接合体；
　第一のフロー構造、第二のフロー構造、および膜電極接合体がその間に配置された一対
のバイポーラプレート；ならびに
　第一のフロー構造と第一のフロー構造に隣接するバイポーラプレートとの間に配置され
、実質的に膜電極接合体に向かう方向で第一のフロー構造に圧力をかけるばね機構
を含む電気化学セル。
【請求項１５】
　前記ばね機構が、プレートおよび少なくとも１つのらせん形の円板ばねを含む、請求項
１４に記載の電気化学セル。
【請求項１６】
　前記ばね機構が、少なくとも１つのリーフ型ばねを含む、請求項１４に記載の電気化学
セル。
【請求項１７】
　前記ばね機構が、少なくとも１つの波型ばねを含む、請求項１４に記載の電気化学セル
。
【請求項１８】
　前記ばね機構が、少なくとも１つのディンプルプレートを含む、請求項１４に記載の電
気化学セル。
【請求項１９】
　最大１４，０００ｐｓｉの差圧での作動時における電気化学セルのセル抵抗測定値が、
０ｐｓｉの差圧での作動時における電気化学セルのセル抵抗測定値の６倍未満である、請
求項１４に記載の電気化学セル。
【請求項２０】
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　電気化学セルを構築する方法であって、該方法は：
　弾性係数、断面積、および長さを有する第一のフロー構造を選択すること；
　弾性係数、断面積、および長さを有する第二のフロー構造を選択すること；
　第一のフロー構造と第二のフロー構造との間に膜電極接合体を配置すること；
　一対のバイポーラプレートの間に第一のフロー構造、第二のフロー構造、および膜電極
接合体を配置すること；および
　第一のフロー構造を第一の圧縮状態に圧縮すること
を含み、ここで第一の圧縮状態は、作動中に第一のフロー構造が第二の拡張状態に拡張す
るような弾性係数、長さ、および断面積のうち少なくとも１つに基づく、上記方法。
【請求項２１】
　第一のフロー構造および第二のフロー構造を選択することにおいて、第一のフロー構造
の弾性係数が、第二のフロー構造の弾性係数と実質的に同じになり、第一のフロー構造の
長さが、第二のフロー構造の長さより長くなるように、第一のフロー構造が構成される、
請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　第一のフロー構造および第二のフロー構造を選択することにおいて、第一のフロー構造
の弾性係数が、第二のフロー構造の弾性係数より小さく、第一のフロー構造の長さは、第
二のフロー構造の長さより短いかまたはそれに等しい、請求項２０に記載の方法。
【請求項２３】
　第一のフロー構造および第二のフロー構造を選択することにおいて、第一のフロー構造
の弾性係数が、第二のフロー構造の弾性係数より小さく、第一のフロー構造の長さが、第
二のフロー構造の長さより長い、請求項２０に記載の方法。
【請求項２４】
　１４，０００ｐｓｉより大きい差圧での作動時における電気化学セルのセル抵抗測定値
が、０ｐｓｉの差圧での作動時における電気化学セルのセル抵抗測定値の６倍未満である
、請求項２０に記載の方法。
【請求項２５】
　電気化学セルの操作方法であって：
　第一の位置から第一の位置と異なる第二の位置に第一のフロー構造を圧縮すること、こ
こで第一の位置から第二の位置への移行中、第一のフロー構造は実質的に膜電極接合体と
接触したままであり；ここで、
　第一の位置から第二の位置への移行中、膜電極接合体の逆側における第二のフロー構造
は実質的に膜電極接合体と接触したままであり；および
　第一のフロー構造を加圧して、第一の位置から第二の位置への第一のフロー構造の移行
を引き起こし、膜電極接合体を通じて差圧をもたらすこと
を含む、上記操作方法。
【請求項２６】
　最大１４，０００ｐｓｉの差圧での作動時における電気化学セルのセル抵抗測定値が、
０ｐｓｉの差圧での作動時における電気化学セルのセル抵抗測定値の６倍未満である、請
求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　第二のフロー構造が、第一のフロー構造より大きい剛性を有する、請求項２５に記載の
方法。
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